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１ 全国の感染状況と特徴

• 新規感染者は１０月中旬以降全国的に増加傾向
• 特に北海道、東京都、大阪府、愛知県等で感染が拡大

国の分科会が、最近の感染事例から、感染リスクが高まる「５つの場

面」を提言 （１０月２３日 新型コロナウイルス感染症対策分科会提言）



２ 課題と今後の対応

1.府民・事業者等の皆様への要請
① 感染防止の３つの基本の徹底

② こまめな換気と適度な保湿

③ 発熱等の症状がある場合の外出等の自粛

④ 飲食機会における感染防止の徹底

2.３つの重点対策の強化
① 飲食店等における感染防止対策

② 大学生等における感染防止対策

③ 高齢者等、重症化リスクのある方の感染防止対策

3. 医療相談検査体制の充実・強化
① 身近な医療機関で相談できる体制を強化

② インフルエンザ流行に備えた受診、検査体制の強化

③ 入院、施設療養、自宅療養の適切な運用

最新の感染状況等を踏まえた重点的な感染防止対策を推進

●府内の最新の感染状況（10/22～11/17）

• 11/11～11/17の新規感染者が24.1人／日となり、特別警戒基準に到達

• 感染経路不明者の割合が増加(37.4%→42.3%) 

• 第1波(1/30-6/15)では高齢者の割合が高かったが、夏から秋(6/16-10/21)にか

けて若年者の割合が増加。最近では、高齢者の割合が再び増加(20.3%→31.8%)

傾向。病院や高齢者施設等で集団感染も複数発生

• 増加傾向にある同居家族からの感染(28.8%→34.2%)の持ち込み原因は会食が最

多

• 府内では大学生等の割合は1割程度と落ち着いているが、他府県では大学生の課

外活動等に起因するクラスターも発生

※数値は10/22～11/17と6/16～10/21の比較



３ 府民・事業者等の皆様への要請

① 府民・事業者等の皆様へ
• 感染防止の３つの基本（身体的距離の確保、マスクの着用、手洗い）を実

践すること

• 寒い環境でも、こまめな換気と適度な保湿に留意すること

• 発熱等の症状がある場合は、帰省や旅行、外出を控えること

• 感染リスクが高まる「５つの場面」に留意すること

• 事業所の皆様には、年末年始の休暇の分散取得を奨励いただくこと

【飲食機会において､特に留意いただきたいこと】

ガイドライン推進宣言事業所ステッカー掲示店舗の利用を徹底し、

• 大人数での大声の会話・歌唱を伴う宴会・飲み会は控えること

• 宴会・飲み会の時間は、２時間を目安とすること

• 発熱等の症状がある場合は、参加を控えること

② 大学生等の皆様へ
• 大学等における感染拡大予防のためのガイドライン等を遵守するとともに、

課外活動においても、活動マニュアルを遵守すること

• 十分体調を管理し、発熱等の症状がある場合は、登校、課外活動、外出等

を控えるなど慎重に対応すること

③ 高齢者等重症化リスクのある方、施設関係者等の皆様へ
• 医療機関、高齢者施設等への面会については、原則として自粛すること

• 高齢者等重症化リスクのある方は、人混みや感染多発地域への外出は極力

控えること

• 高齢者等に会う際には、厳重に体調管理するとともに感染防止対策を徹底

すること

特別警戒基準到達を踏まえ、府民・事業者等へ改めて感染防止対策を
要請



４ ３つの重点対策の強化

① 飲食店等に対するガイドライン遵守の要請

• ガイドライン推進京都会議によるステッカー掲示の徹底

• 府警本部・保健所の立入調査等の機会を活用したガイドライン遵守啓発

• 府警本部が実施する社交飲食店等への管理者講習の機会を活用したガイド

ライン遵守啓発（約1,000店舗）

• 対策チームによるクラスター発生店舗、感染防止対策不備店舗等へのガイ

ドライン徹底指導

② 接触確認アプリ等の普及推進

• ｢こことろ｣等接触確認アプリの利用者、登録店舗等の一層の拡大と感染者

との接触が確認された利用者に対するPCR検査の徹底

① 大学における感染防止対策の継続･強化

• 大学内でのオンライン受講環境の整備や学生寮の相部屋解消等、学内の感染

拡大防止対策の支援

• 啓発動画・メール等による大学生活における感染防止対策の注意喚起の実施

② 中学校、高校における感染防止対策

• 有識者メッセージ動画による中高生への新しい生活様式等の啓発

• 部活動や集団活動、さらに授業後や昼食時、部活動後など気の緩みやすい場

面でのマスク着用徹底など、改めて注意喚起

③ 大学保健センター等と連携した感染防止対策

• 医療機関・施設等で実習する大学生等を対象としたPCR検査支援

• 大学保健センター等が実施するPCR検査支援

• 感染状況等の迅速な情報共有

① 高齢者施設等の感染予防・感染拡大防止対策

• 医療機関や社会福祉施設等での集団発生時には、専門医等からなる施設内感

染専門サポートチームを速やかに派遣し、感染拡大防止対策を徹底

• 食事介助、防護服の着脱等動画による職員研修及びチェックリストによる点

検の実施

• 介護施設等での患者発生時に、市及び老人福祉施設協議会等との協定に基づ

き応援職員を派遣

② 高齢者施設等におけるPCR検査の実施

• 感染者が多数発生した地域等に立地する医療機関や高齢者施設等に勤務する

職員、入院・入所者等を対象としたPCR検査の実施

安心して飲食店を利用するために

大学・中高生が安心して学生生活を送るために

重症化リスクのある方の感染拡大を防ぐために



２ 受診・検査体制
発熱等の症状のある方が、相談・受診・検査ができる医療機関を拡充

○ＰＣＲ検査が可能な医療機関等（現時点）
診療所・病院 ５７５箇所
接触者外来 ５７箇所
京都検査センター ４箇所

○新型コロナとインフルエンザ両方の迅速検査が可能な医療機関（現時点）
（抗原検査キットを活用）

診療所・病院 ２２７箇所
接触者外来 ５７箇所

○ＰＣＲ検査能力 １，４５０件/日（現時点）
（府・市、民間検査所、医療機関等による行政検査）

３ 入院、施設療養、自宅療養体制
感染者の円滑な入院・療養の受入や重症者に適確に対応するため、入院医療コ

ントロールセンターにおいて効率的な運用を図るとともに、医療提供体制を充実

○感染者の受入可能な医療機関等（現時点）
入院病床 ６５０床（うち重症８６床）
宿泊療養施設 ３３８室

○自宅療養者等フォローアップチームの設置
自宅療養者等に対するフォローアップチームにより、感染者の療養状況の把

握と情報の一元管理を実施し、感染者が安心して療養できる体制を構築

５ 医療相談検査体制の充実・強化

１ 相談体制
身近な医療機関で、発熱等の相談・受診・検査ができる体制を整備するととも

に、休日・夜間やかかりつけ医のいない方からの相談は、府市協調による医療相
談窓口で対応

○きょうと新型コロナ医療相談センター
・11月1日から運用開始（相談件数2,675件 11/17現在）
・年末年始も24時間体制で相談受付
・多言語（英語、中国語、韓国語、ポルトガル語、スペイン語）での同時通訳
対応、京都府国際センター等と連携した相談体制の強化

インフルエンザの流行期に備え、医療相談検査体制の更なる充実・強
化を図る



２ 催物の開催に関する留意事項

イベント主催者等は、別紙に基づき適切な感染防止策を実施すること

６ イベント開催時の感染拡大防止

１ イベント開催制限

必要な感染防止策が担保される場合には、国の示した目安等を踏まえ、12月以
降、当面来年2月末までの規模要件等を以下の取扱とする（詳細は別紙）

注1 イベント中の発声がない場合に限り、イベント中の食事を伴う場合についても、「大声での歓声・声援等が

ないことを前提としうるもの」と取り扱うことを可とする。

注2 異なるグループ間では座席を1席空け、同一グループ(5人以内に限る。)内では座席間隔を設けなくともよい。

すなわち、収容率は50％を超えることがある。

時期 収容率 人数上限

１２月１日～
当面来年２月末まで

大声での歓声・声援等がない
ことを前提としうるもの
• クラシック音楽コンサー

ト、演劇等、舞踏、伝統
芸能、芸能・演芸、公
演・式典、展示会等

• 飲食を伴うが発声がない
もの（注1）

大声での歓声・声援等が想定
されるもの

• ロック、ポップコンサート、
スポーツイベント、公営競
技、公演、ライブハウス・
ナイトクラブでのイベント
等

①収容人数10,000人超
→50％以内
②収容人数10,000人以下
→5,000人

(注)
収容率と人数上限でど
ちらか小さい方を限度
(両方の条件を満たす必
要)１００％以内

(席がない場合は適切な間隔)
50％以内(注2)

(席がない場合は十分な間隔)

３ 府への事前相談

全国的な移動を伴うイベントや参加者が1,000人を超えるようなイベントの開催
を予定する場合、事前に京都府相談窓口へ相談すること

（7月10日より京都府ＨＰ開設）



別紙












